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経
済
学
者
が
読
み
解
く か

さ
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
「
人
間
開
発

指
数
」
や
、
環
境
的
側
面
に
よ
り
焦
点

を
合
わ
せ
た
「
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

指
数
」、「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
が

提
案
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
こ
う
し

た
指
標
は
、
持
続
可
能
性
に
関
し
経
済

や
環
境
、
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
の

う
ち
特
定
の
モ
ノ
に
焦
点
を
合
わ
せ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
包
括
的
な
持
続
可
能

性
を
示
せ
る
指
標
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
新
国
富
指
標
は
、

わ
れ
わ
れ
の
豊
か
な
社
会
・
経
済
を
生

み
出
す
資
本
全
体
を
貨
幣
価
値
ベ
ー
ス

で
推
計
し
、
経
済
・
社
会
を
捉
え
る
新

た
な
指
標
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　

そ
の
源
流
を
た
ど
る
と
、「
富
の
計

測
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
行
き
着
く
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞

の
受
賞
者
で
あ
る
故
ケ
ネ
ス
・
ア
ロ
ー

や
、
英
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
パ
ー
サ

・
ダ
ス
グ
プ
タ
名
誉
教
授
と
い
っ
た
現

代
経
済
学
の
権
威
が
参
画
し
て
推
進
さ

れ
、「
包
括
的
な
富
に
関
す
る
報
告
書

（Inclusive W
ealth Report

）
2
0

1
2
」
に
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

ま
ざ
ま
な
物
事
の
評
価
に
は
指

標
化
の
作
業
が
必
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
ラ
ン
キ
ン
グ
が
そ
う
だ
。
筆

者
た
ち
が
所
属
す
る
大
学
に
つ
い
て
も
、

卒
業
生
の
就
職
率
や
研
究
者
の
実
績
な

ど
を
基
に
格
付
け
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
が

「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
し
て
取
り
上

げ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
。

　
「
経
済
」
の
指
標
と
い
え
ば
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
が
最
た
る
例
だ
。

経
済
的
な
豊
か
さ
を
国
や
地
域
で
比
較

す
る
と
と
も
に
、
各
国
の
経
済
政
策
上

の
目
標
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
広
く
利
用

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
真

に
望
む
豊
か
で
持
続
可
能
な
社
会
を
、

モ
ノ
の
豊
か
さ
の
み
に
焦
点
を
合
わ
せ

た
こ
れ
ま
で
の
経
済
指
標
の
多
く
で
反

映
で
き
て
い
る
の
か
、
疑
問
が
残
る
。

　

経
済
・
社
会
の
持
続
可
能
性
は
、
世

界
各
国
の
科
学
者
や
財
界
人
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
た
「
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
」
が
、

1
9
7
2
年
に
「
成
長
の
限
界
」
と
題

す
る
報
告
書
を
発
表
し
て
以
来
、
世
界

中
で
議
論
さ
れ
て
き
た
。

　

国
連
は
2
0
1
5
年
に
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
設
定
し
、

目
標
の
達
成
に
向
け
た
施
策
を
模
索
し

続
け
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
い
て

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
で
き
る
。

そ
こ
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
新
国

富
指
標（Inclusive W

ealth Index

）」

で
あ
る
。

　

経
済
・
社
会
の
持
続
可
能
性
を
い
か

に
指
標
化
し
、
評
価
す
る
の
か
。

　

こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
人
間
の
豊

と
な
く
、
現
役
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
よ
う
な
成
長
」
と
定
義
さ
れ
る
。

　

も
し
気
候
変
動
や
資
源
枯
渇
、
貧
困

な
ど
、
山
積
し
た
問
題
を
解
決
し
、
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
利
用

で
き
る
指
標
が
あ
れ
ば
、
そ
の
国
が
豊

か
で
持
続
可
能
な
経
済
や
社
会
を
構
築

さ

　

新
国
富
指
標
は
主
に
①
人

の
豊
か
さ
を
捉
え
る
「
人
的

資
本
」、
②
経
済
的
（
物
的
）

「
持
続
可
能
性
」
と
は
、

「
将
来
世
代
の
ニ
ー
ズ
を

満
た
す
能
力
を
損
な
う
こ

カ
ギ
と
な
る
３
つ
の
資
本

GDPに取って代わる?
｢新国富指標｣とは何か
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経済学者が読み解く 現代社会のリアル

現
代
社
会
の
リ
ア
ル
い
て
も
、
新
国
富
指
標
の
枠
組
み
を
利

用
す
れ
ば
可
能
だ
。
実
際
に
筆
者
ら
の

グ
ル
ー
プ
で
は
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
を
対
象
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
評
価
ス
コ
ア

と
企
業
の
生
産
性
を
分
析
、
両
者
に
関

係
が
あ
る
点
を
確
認
し
て
い
る
。

　

新
国
富
指
標
は
あ
く
ま
で
、
将
来
の

持
続
可
能
な
社
会
基
盤
を
担
保
す
る
た

め
の
指
標
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
役

世
代
の
満
足
度
を
示
す
幸
福
度
、
こ
れ

ま
で
も
重
要
視
さ
れ
て
き
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な

ど
の
経
済
指
標
も
考
慮
す
べ
き
必
要
が

あ
る
。
そ
の
結
果
、
新
国
富
指
標
を
既

存
の
指
標
と
組
み
合
わ
せ
た
分
析
に
よ

り
、
各
国
の
特
性
を
さ
ら
に
生
か
し
た

政
策
の
展
開
が
可
能
と
な
る
。

　

実
際
に
筆
者
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
幸
福
度
調
査
の

結
果
と
新
国
富
指
標
の
関
係
性
を
分
析

し
た
。
結
果
で
は
、
新
国
富
指
標
の
成

長
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
現
役
世
代
の

幸
福
に
も
貢
献
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
新
国
富
指
標
が
現
役

世
代
に
与
え
る
影
響
も
分
析
可
能
だ
。

　

新
国
富
指
標
は
、
国
レ
ベ
ル
、
自
治

体
レ
ベ
ル
、
企
業
レ
ベ
ル
と
さ
ま
ざ
ま

な
経
済
主
体
の
持
続
可
能
性
を
包
括
的

に
評
価
で
き
る
概
念
で
あ
る
。
新
国
富

指
標
の
さ
ら
な
る
活
用
で
、
経
済
・
社

会
政
策
の
重
要
な
指
針
と
な
る
指
標
化

が
実
現
で
き
る
。 

る
資
源
や
自
然
な
ど
を
捉
え
る
「
自
然

資
本
」、
の
3
つ
の
資
本
の
合
計
か
ら

計
算
さ
れ
る
。

　

そ
の
特
徴
は
、
測
定
す
る
国
や
地
域
、

対
象
の
ス
ト
ッ
ク
を
示
し
て
い
る
点
だ
。

将
来
世
代
の
経
済
・
社
会
活
動
の
基
盤

と
な
る
富
（
資
本
）
を
、
現
役
世
代
と

比
較
し
て
十
分
に
担
保
で
き
て
い
る
か

を
示
せ
る
た
め
、
持
続
可
能
性
を
担
保

し
う
る
指
標
と
い
え
る
。
新
国
富
指
標

が
減
少
せ
ず
、
将
来
世
代
に
富
が
引
き

継
が
れ
て
い
け
ば
、
将
来
世
代
の
持
続

可
能
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

反
対
に
、
新
国
富
指
標
が
減
少
し
て
富

が
引
き
継
が
れ
な
け
れ
ば
、
い
わ
ば
将

来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
す
こ
と
に
な
る
。

　

新
国
富
指
標
の
活
用
は
す
で
に
始
ま

っ
て
い
る
。

　

筆
者
（
馬
奈
木
）
が
代
表
と
し
て
、

各
国
の
新
国
富
指
標
の
推
計
結
果
と
分

析
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
国
連
「
新
国

富
リ
ポ
ー
ト
（Inclusive W
ealth 

Report

）
2
0
1
8
」
を
発
表
し
て

い
る
。
世
界
各
国
で
の
本
格
的
か
つ
政

策
的
な
議
論
へ
の
活
用
も
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
持
続
可
能
性
指
標
の

策
定
は
、
国
単
位
だ
け
で
な
く
、
地
方

自
治
体
の
制
度
設
計
に
も
貢
献
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

日
本
で
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口

減
少
問
題
に
よ
り
、
将
来
的
な
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
地
方
自
治
体
が
少
な
く
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
将

来
的
な
持
続
可
能
性
の
指
標
と
な
る
新

国
富
指
標
を
用
い
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
施
策
に
よ
っ
て
自
治
体
の
存
続
や

活
性
化
を
行
う
べ
き
か
、
を
議
論
す
る

有
用
な
材
料
と
な
り
え
る
。

　

筆
者
（
馬
奈
木
）
が
セ
ン
タ
ー
長
を

務
め
る
「
九
州
大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ

ー
」
は
、
日
本
全
国
の
市
町
村
単
位
で

の
新
国
富
指
標
の
値
を
公
表
し
て
い
る

（http://w
w
w
.m
anagi-lab.com

/

）。

同
セ
ン
タ
ー
と
連
携
協
定
を
結
ん
だ
福

岡
県
久
山
町
は
、
実
際
に
推
計
を
行
っ

た
新
国
富
指
標
を
基
に
、
18
年
度
予
算

を
編
成
し
、
持
続
可
能
な
街
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
同
県
宮

若
市
、
福
井
県
、
山
口
県
防ほ

う

府ふ

市
な
ど

も
、
実
際
の
街
づ
く
り
の
議
論
に
指
標

を
使
い
始
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
総
合
的
な
指
標
に
よ
り
、

政
策
的
な
優
先
課
題
を
よ
り
丁
寧
に
拾

い
上
げ
ら
れ
、
客
観
的
指
標
に
よ
る
継

続
的
な
評
価
を
行
え
る
。
そ
の
た
め
各

地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
自
身
の
特
色

が
何
で
あ
る
か
を
、
よ
り
容
易
に
比
較

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
加
え
て
、

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
指
針

を
持
て
る
こ
と
と
な
る
。

　

新
国
富
指
標
の
測
定
概
念
は
、
企
業

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
主
体
の
持
続
可

能
性
を
測
る
手
法
に
も
応
用
可
能
だ
。

　

例
え
ば
、
近
年
、
環
境
や
社
会
、
企

業
統
治
に
配
慮
し
て
い
る
企
業
を
重
視
、

選
別
す
る
投
資
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
」
の
評
価
に
つ

な
豊
か
さ
を
捉
え
る
「
人

工
資
本
」、
③
持
続
的
に

利
用
や
管
理
が
必
要
と
な

広
が
る
自
治
体
で
の
導
入

要点メモ

国や自治体、企業など、さまざまな
組織の評価に応用できる

既存の指標では難しかった人、モ
ノ、環境の総合的な評価が可能

新国富指標は豊かで持続可能な
社会を評価する新たな物差し
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